
  

 
 

 
 

 
 
 
平成２０年１１月２９日（土）に、東京学芸大学

准教授の中澤智惠先生を講師にお招きし、論文書き

方講座を実施しました。 
 ①初級編  １０：００～１２：００ 参加者 38名 
論文を作成するために必要なデータの集め方と

分析処理の仕方、まとめ方を中心にお話をしてい

ただきました。 
 ②応用編１３：３０～１５：３０ 参加者３７名   
論文の書き方について具体的にお話をしていた

だきました。 
 今年も多くの方々が参加されましたが、書き手の

ねらいに即し、ポイントをおさえてお話をしてくだ

さいました。 
 
 
 
 
 
               視覚に障害のある 

人のための、パソコ

ン体験講習会を毎年

開催しています。 
音声発語ソフトを

利用し、パソコンの

電源の入れ方、文字

入力、インターネッ 

トなどを実際に体験していただき、今後の学習のき

っかけづくりをめざす講座です。  

講師のかたも、視覚に障害のある人なので、講座

内容も実体験に基づくものとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
生涯学習まちかど講座は、市民の方々のサークル・ 

地域・職場等での学習活動の場に市職員が伺って、 
お話をさせていただく制度です 
この生涯学習まちかど講座は、平成１３年度から 
実施されており、今年度の講座数は１７６講座、 
受講者数は、約５，７００人（２月１日現在）と 
なっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 市立博物館での講座には８１名、宇宙科学研究本

部の見学には６６名の参加がありました。 
 私たちが見ることが出来ない月の裏側、月から見

た地球の出・入（日の出、日の入の様な感じ）等の

「かぐや」からの映像と加藤學教授の説明による、

最新の月の話しに興味がつきませんでした。 
 宇宙科学研究本部の見学も、担当者の方々が分か

りやすく説明してくださったので、好評でした。 
（平日には一般開放もしていますので、興味のある

方は、是非行ってみてください。 
電話 ０４２－７５１－３９１１） 

 
 
 
 
 
 １月２４日と２月７日の２回にわたり、市民社会

パートナーズ代表の庄嶋孝広氏を講師に迎え開催

しました。 
 この講座は、主に話し合いに必要なスキルについ

て学ぶものです。議論を模造紙に書きとる技術や付

箋を用いて意見を引き出し集約し発表するなど、フ

ァシリテーションやプレゼンテーションの具体的

な技術を学びました。 
「一人の強い意見を採用して、問題が解決するこ

とはない。」「同じことを伝えるにも、話の組み立て

の善し悪しで、魅力的に伝わることもあれば、退屈

に伝わることもある。」という講師のことばが印象

に残ります。 
前例のない課題が増えたり、市民活動が盛んにな

ったりするにつれ、効果的、効率的な会議運営も必

要となります。参加者にも好評で、市民ニーズに対

応した講座となりました。 
 
 
○申し込み方法○ 
生涯学習まちかど講座は、市内在住・在勤・在学 
の１０人以上の団体やグループを対象に行います。 
講師料は無料です。 
現在平成２０年度のまちかど講座のメニュー 
リストをご用意しておりますが、平成２１年度の 
まちかど講座のメニューリストは、４月以降に公民 
館等で配布する予定です。 
そのほか、総合学習センターのホームページでも

ご覧いただくことができます。ご不明な点は、お気

軽に総合学習センターまでお問い合わせください。 
 

論文書き方講座 

話し合いの基本と会議運営

のコツを学ぶ講座 

公開講座 
「宇宙科学研究本部コース」 

視覚障害者向け講座 

ご存知ですか！！ 
生涯学習まちかど講座 




